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佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
平
成
21
年
７
月
６

日
か
ら
７
月
17
日
に
か
け
て
、
平
成
20
年
度

一
般
会
計
な
ら
び
に
14
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
お
よ
び
各
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て
審
査
を
実
施
し
、
市
長
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
そ
の
審
査
結
果
の
概
要
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
渡
市
監
査
委
員　

清
水　

一
次

佐
渡
市
監
査
委
員　

金
子　

克
己

審
査
の
結
果

各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
お
よ
び
付
属
資

料
な
ら
び
に
基
金
の
運
用
状
況
を
示
す
書
類

等
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、

計
数
お
よ
び
予
算
の
執
行
は
お
お
む
ね
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
。
な
お
、
審

査
の
概
要
お
よ
び
意
見
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

⑴
一
般
会
計

歳
入
総
額
４
５
０
億
４
８
０
万
５
千
円
、

歳
出
総
額
４
３
５
億
４
８
０
３
万
円
で
、
形

式
収
支
お
よ
び
実
質
収
支
と
も
黒
字
決
算
で

あ
り
、
前
年
度
の
実
質
収
支
を
差
引
い
た
単

年
度
収
支
と
積
立
金
等
を
加
味
し
た
実
質
単

年
度
収
支
に
お
い
て
も
黒
字
決
算
と
な
っ
て

い
る
。

歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
は
58
億
２
４
６

６
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
１
億
３
８
１
３
万

円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
徴
収
率
は
88
・

９
％
で
前
年
度
よ
り
1.2
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、

収
入
未
済
額
は
５
億
８
７
４
５
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
不
納
欠
損
額
は
１
億

３
７
７
１
万
４
千
円
で
調
定
額
に
対
し
2.1
％

で
あ
る
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
収
入
未
済

額
は
8.0
％
、
５
０
８
６
万
円
の
減
で
あ
る

が
、
不
納
欠
損
額
は
６
４
１
・
０
％
、
１
億

１
９
１
２
万
９
千
円
の
増
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
市
税
以
外
の
市
が
自
ら
徴
収
を
要
す

る
自
主
財
源
の
収
入
未
済
額
は
６
０
０
５
万

８
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
16
・
６
％
、
８
５

３
万
３
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
保
育
料
は
１
３
６
４
万
４
千
円
で
前
年

度
よ
り
１
７
３
万
７
千
円
増
加
、
住
宅
使
用

料
は
３
３
４
５
万
４
千
円
で
３
５
９
万
３
千

円
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
年
度
は
使
用

料
な
ど
で
少
額
の
も
の
が
請
求
事
務
の
遅
れ

な
ど
に
よ
り
出
納
整
理
期
間
内
に
徴
収
で
き

ず
に
過
年
度
未
収
金
と
な
っ
た
も
の
が
あ
っ

た
。
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
収
納
管
理
に
あ

た
ら
れ
た
い
。

⑵
特
別
会
計

14
特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は
２
３
３
億
４

３
３
５
万
３
千
円
、
歳
出
総
額
２
２
５
億
９

５
８
４
万
６
千
円
で
形
式
収
支
お
よ
び
実

質
収
支
は
黒
字
決
算
で
あ
り
、
単
年
度
収
支

と
実
質
単
年
度
収
支
に
お
い
て
も
黒
字
決
算

と
な
っ
て
い
る
。
自
主
財
源
の
収
入
未
済
額

は
、
国
民
健
康
保
険
税
２
億
７
６
１
３
万
７

千
円
、
介
護
保
険
料
１
２
８
７
万
５
千
円
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
３
５
２
万
９
千

円
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
の
使
用
料
お
よ
び

手
数
料
で
２
５
４
万
７
千
円
、
下
水
道
特
別

会
計
の
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
、
使
用
料
お

よ
び
手
数
料
を
合
わ
せ
た
も
の
が
８
２
６
８

万
９
千
円
で
、
総
額
３
億
７
７
８
３
万
１
千

円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
よ
り
５
０
０
３

万
６
千
円
増
加
し
、
収
納
率
は
90
・
８
％
で

0.8
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。
不
納
欠
損
額

は
、
国
民
健
康
保
険
税
６
０
３
万
９
千
円
、

介
護
保
険
料
55
万
４
千
円
、
簡
易
水
道
特
別

会
計
で
３
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

⑶
む
す
び

平
成
20
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

の
歳
入
総
額
は
６
８
３
億
４
８
１
５
万
８
千

円
、
歳
出
総
額
は
６
６
１
億
４
３
８
７
万
６

千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
歳
入
は
90

億
９
８
９
９
万
５
千
円
の
減
、
歳
出
は
95
億

１
８
５
６
万
３
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

自
主
財
源
の
収
入
未
済
額
は
10
億
２
５
３
４

万
２
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
７
７

０
万
９
千
円
増
加
し
、
収
納
率
は
91
・
３
％

で
0.8
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
不

納
欠
損
額
は
１
億
４
７
６
５
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

不
納
欠
損
処
理
は
負
担
の
公
平
性
を
確
保

す
る
意
味
か
ら
慎
重
な
取
扱
が
求
め
ら
れ
る

が
、
事
実
上
徴
収
不
可
能
な
債
権
を
い
つ
ま

で
も
管
理
し
続
け
る
こ
と
も
現
実
的
で
は
な

い
。
厳
正
な
負
担
能
力
の
調
査
や
時
効
を
確

認
の
う
え
、
適
正
な
不
納
欠
損
処
理
も
必
要

と
考
え
る
。
そ
の
意
味
か
ら
、
債
権
管
理
条

例
を
制
定
し
、
債
権
放
棄
等
の
基
準
を
明
確

化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
徴
収

率
が
向
上
し
な
い
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
口
座

振
替
の
利
用
率
が
45
・
７
％
と
低
い
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
よ
り
一
層
の
普
及
推
進
に
努

力
さ
れ
た
い
。
な
お
、
滞
納
対
策
で
あ
る

が
、
平
成
18
年
度
に
徴
収
体
制
が
本
庁
に
集

約
さ
れ
、
支
所
に
お
け
る
徴
収
機
能
が
大
幅

に
縮
小
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
収
納
率
は
大

き
く
低
下
し
、
滞
納
金
額
は
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。
債
権
収
納
対
策
課
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
で
も
あ
る
が
、
一
次
的
に
は
各
課
に
お

い
て
現
年
分
の
徴
収
に
努
め
、
滞
納
繰
越
を

増
や
さ
な
い
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
担
当

係
の
枠
を
超
え
た
、
課
を
あ
げ
て
の
応
援
体

制
も
検
討
さ
れ
た
い
。

最
後
に
、
債
権
収
納
対
策
課
を
中
心
と
し

て
、
税
お
よ
び
使
用
料
等
の
未
収
情
報
の
共

有
化
や
債
権
管
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
な

ど
、
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
に
よ
り
、
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
財
政

改
革
の
推
進
に
よ
る
歳
出
総
額
の
削
減
や
、

予
算
配
分
の
重
点
化
・
効
率
化
の
推
進
な

ど
、
健
全
な
財
政
運
営
に
一
層
の
努
力
を
望

む
も
の
で
あ
る
。

監査委員による 
審査結果
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